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自然災害に関する防災ガイドライン 

瀬戸臨海実験所の利用に際して、自然災害による危険が予測される場合は、気象庁の防災情報などを常

に確認し、下記のように対応してくださいますようお願いいたします。また、地震の発生は予測が困難

ですので、当実験所が配布する避難マニュアルを参照し、避難経路を予め確認しておいてください。 

【気象注意報・警報の発表時】 

白浜町で発表されている気象注意報・警報を把握し、野外で行う調査・実習の実施には細心の注意を払

う。次の気象警報・注意報については、特に対応が必要である（その他の気象注意報についても、危険

性が認められる場合や状況が悪化する可能性がある場合、野外作業の変更・中止を検討する）。 

・波浪警報、高潮警報：波にさらわれる危険があるので、解除されるまで海岸に近づかない。実習で磯

観察などを行う場合、内之浦など波浪の影響が少ない場所を検討する。 

・大雨警報：川では増水や濁りに注意し、実習場所の上流での局地的豪雨による不意の増水も警戒する。

急に泥や枝が流れてきたり土砂の匂いがしたりすることは、その前兆の可能性があるので、速やかに川

から離れる。 

・雷注意報：野外で雷の発生・雷雲の接近があって危険が予測される場合、速やかに避難する。避難場

所は、開けた場所や高い樹木の下を避け、窪地や車内がよい。 

【台風接近時】 

・白浜町が強風圏もしくは暴風圏に入っている場合、台風が抜けるまで建物から出ない。また、風が当

たっているガラス窓に近づかないようにする。 

・実験所全体の停電と海水供給の停止が起こる可能性がある。懐中電灯の場所を確認しておく。 

・南からの強風と大雨が予測される場合、ベランダにある排水口の詰まりによる宿泊室への浸水を防ぐ

ため、排水口周辺に堆積した葉っぱなどがあれば予め取り除く。 

・利用者の所属機関～当実験所間の移動において、近畿地方が暴風圏に入る時間と移動時間を重ならな

いようにする。 

・台風によって、白浜町周辺の交通や実験所の電気・ガス・水道に支障を来たし、調査・実習の遂行が

困難と判断される場合、あるいは実験所の施設に支障や危険性が認められる場合は、利用を中止する。 

 

【地震発生時】 

・震度 4 以上（物が倒れる程度）、それ未満でも大きくゆっくりとした揺れが長く続いたときは、避難

マニュアルにしたがって直ちに避難を開始する。震度 3 以下であっても、気象庁の防災情報などに

おいて津波に関する注意報や警報を確認した場合、次のように対応する。 

・白浜町に津波注意報（20cm以上 1m以下）が発表された場合、解除されるまで海岸に近づかない。 

・白浜町に大津波警報（3m以上）もしくは津波警報（1m超 3m以下）が発表された場合、実験所到着

前であれば利用を中止し、到着後であれば速やかに避難する。 

・近畿地方で震度 6以上の地震が起き、それと同程度の余震が起こる可能性があると気象庁が発表した

場合、その確率発表期間中は利用を中止する。 

・地震によって、白浜町周辺の交通や実験所の電気・ガス・水道に支障を来たし、調査・実習の遂行が

困難と判断される場合、あるいは実験所の施設に支障や危険性が認められる場合は、利用を中止する。 


